
資料紹介 

新発見の線刻壁画 

－香川県観音寺市所在青塚古墳出土石棺及び石室破片の意義－ 

                熊本県教育庁 福田 匡朗 

 

はじめに 

 香川県観音寺市に所在する観音寺市指定史跡青塚古墳は、5 世紀中葉から後葉に

かけて築造されたとされる、全長 44.4m の帆立貝式前方後円墳であり、三豊平野

南半部の低丘陵地上標高 30m 前後に位置している。周濠、葺石、埴輪列を有する

古墳時代中期のこの地域の有力な首長墓と考えられる（観音寺市 2019）。 

筆者は、令和 5 年（2023 年）10 月に青塚古墳出土遺物の資料調査を行った。平

成 28 年（2016 年）8 月に実施された確認調査トレンチから出土した石棺破片及び

石室破片に新発見の線刻壁画を確認したため、その意義を報告したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左 図 2  観音寺市指定史跡青塚古墳の詳細位置図 

右 図 3 観音寺市指定史跡青塚古墳の測量図（いずれも観音寺市 2019を一部改編） 
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写真１ 線刻①  

写真２ 線刻② 

１．青塚古墳出土石棺及び石室破片の線刻について 

 本資料については、石棺破片の外面の合わせ口に三ヶ所、線刻が施された箇所が

あることを確認した（線刻①）また、石室破片には九ヶ所、線刻が施された箇所が

あることを確認した（線刻②）。 

線刻① 石材は阿蘇溶結凝灰岩製。幅が約 1mm の条線を 3 本以上線刻している

が、何を表現しているかは不明である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

線刻② 石材は非阿蘇溶結凝灰岩製。安山岩製か。幅が約 2mm の条線を 4 本以上

線刻し、幅が約 1mm の条線を 5 本以上線刻しており、格子文を構成していると解

釈した。 
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写真３  

岡古墳群夫婦岩 1号墳 墳丘全景 

写真４  

岡古墳群夫婦岩 1号墳 後室天井 格子文 

２．青塚古墳出土石棺及び石室破片の解釈について 

 本報告で紹介した線刻①については破片資料であり全体像が不明であるものの、

線刻②については格子文の存在が注目される。香川県内においては、善通寺市の岡

11 号墳（時期不明）、岡古墳群夫婦岩 1 号墳（時期不明）でも確認されている。特

に、後者は天井に描かれた壁画、天井壁画と呼ぶべきものであり、現状では、古墳

時代の日本列島で 40数例しか確認されていない中での 1 つとなる（福田 2024）。 

 なお、線刻②については、5 世紀中葉から後葉にかけて築造された古墳から出土

したものである。築造時期が明らかな格子文としては、全国的に古い時期のもので

あり、この時期の横穴式石室に対する線刻壁画ならば、極めて稀有といえよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（いずれも熊本県立装飾古墳館 1999） 

 

３．おわりに 

 香川県では、これまで帰属時期が不明な装飾古墳が多く、時期が明らかな古墳は

6 世紀後半から 7 世紀にかけてのものが多かった。今回の報告により、香川県の装

飾古墳が 5 世紀代に遡ることを確認でき、さらには横穴式石室に線刻された可能

性を指摘した。 

また、従来から阿蘇溶結凝灰岩製の石棺を有することは確認されていたものの、

新たに見つかった石棺（片）に線刻を有することも新たに確認できた。同じく阿蘇

溶結凝灰岩製の石棺出土で知られる香川県高松市の長崎鼻古墳、観音寺市の丸山古

墳とはやや異なるものの、青塚古墳には内陸の河川の水運を掌握した被葬者像が想
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定でき、阿蘇溶結凝灰岩製の石棺の稀少性を再評価するものだ。 

 最後に、本報告で紹介した石棺破片及び石室破片に新発見された線刻壁画が、今

後、当該地域の首長墓である青塚古墳の更なる価値付けに寄与することを望む。 
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